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会         議        記         録 

会 議 の 名 称 議会運営委員会 
会議場所 第３委員会室 

担当職員  鈴木智 

日 時 平成２７年５月２５日（月曜日） 
開 議   午後  １ 時 ３０ 分 

閉 議   午後  ２ 時 １０ 分 

出席委員 
◎堤 ○藤本 小松 福井 湊 石野 田中 

（委員外議員）菱田 

＜齊藤副議長＞ 

執行機関 

出席者  

事務局 

出席者 
藤村局長、山内次長、鈴木係長、三宅主任   

        

傍聴 可 市民１名 報道関係者  名 議員 １名（酒井） 

会 議 の 概 要 
 

１３：３０ 

〔堤委員長 開議〕 

１ 議会の活性化について 

（１）各会派での意見について 

〔局長 日程説明〕 

〔係長 詳細説明〕 

＜石野委員＞ 

 新清流会としては議論がまだである。 

＜田中委員＞ 

 共産党議員団としても議論はまだである。 

＜湊委員＞ 

予算・決算特別委員会の方式を検討したい。また、議会だよりの一般質問のスペー

スを広げることも検討したい。 

＜藤本副委員長＞ 

資料№１に基づいて、できていることとできていないことを検討していく手法が良

い。予算・決算特別委員会の常任委員会実施と通年議会の実施に取り組みたい。既

に通年議会を実施している京都府、京都市の議会事務局長から話を聞く機会を持っ

てはどうか。 

＜堤委員長＞ 

菱田委員外議員から意見を聞きたい。 

＜菱田議員＞ 

予算・決算特別委員会の常任委員会実施については、前期においても議論し、その

時は時期尚早であったかもしれないが、今は他の市議会も取り組んでおり再度検討

するべき。市民と議会のかかわり方について検討すべき。 

＜堤委員長＞ 

各委員から出た意見を基に進めていきたいと考える。 

＜鈴木係長＞ 

本日出たご意見のほかに、各会派から取り組むべき項目を今後抽出いただき、合わ

せて検討いただければと考える。 
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＜藤本副委員長＞ 

先日の議運の視察で学んだ項目も合わせて検討すればよい。 

 

（２）今後の取り組みの方向性について 

＜福井委員＞ 

議会モニター制度及び大学との政策連携協定は検討する価値はある。 

＜小松委員＞ 

議員間自由討議や議員政策研究会に力を入れる必要があると考える。 

＜藤本副委員長＞ 

大学との政策連携等を含め資料№１を基に一つずつ議論していけばよい。資料№２

の議会基本条例の検証は次年度に実施していきたい。 

＜菱田議員＞ 

議会独自のホームページ及びフェイスブックの検討をしたい。 

＜堤委員長＞ 

何のために活性化を実施するのか、市民と議会の距離がなぜ離れてしまうのかをし

っかりと考えていくべき。議会報告会等も実施しているが、個人的には全市民を対

象に年に１回でも土曜日か日曜日に市民からの話を聞く相談会を実施したいと考

える。 

＜藤本副委員長＞ 

相談会はぜひとも積極的に取り組むべき。 

＜堤委員長＞ 

活性化を検討する手法としては、各会派から項目についての意見を出してもらい、

それを基に検討していく方法で進めたい。 

＜藤本副委員長＞ 

議運の視察の内容を踏まえて考えていきたい。 

＜福井委員＞ 

議会だよりの一般質問のスペースを増やすこと等については、広報広聴会議への意

見と考える。議会活性化について協議するこの議運で話し合う内容であるか疑問。 

＜堤委員長＞ 

まずは、各委員間で意見を出し合ってその後、項目内容によっては広報広聴会議で

検討する等の振り分けも合わせて検討したい。 

 

２ その他 

 （１）次回の日程について 

＜堤委員長＞ 

次回の議会運営委員会は６月１２日（金）午後１時３０分から開催する。 

６月９日（火）までに事務局へ各会派の活性化の意見を提出願う。 

 

      散会 １４：１０ 


